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○ 建築法規Ⅰ

建築基準法・建築基準法施行令・都市計画法
を学ぶ。特に、建築基準法については、建築
物法規の概念、総括規定、集団規定、単体規
定、制限規定など詳細に学ぶ。建築基準法の
基本定義から用途地域・防火・準防火地域に
ついての法令集の読み取り理解を行う

1
前

　 2 ○ ○ ○

○ 建築法規Ⅱ

 建築基準法・建築基準法施行令・都市計画法
を学ぶ。特に、建築基準法については、建築
物法規の概念、総括規定、集団規定、単体規
定、制限規定など詳細に学ぶ。火災に対する
基準から関係法令までを学ぶ

1
後

　 2 ○ ○ ○

○ 建築計画Ⅰ

『構造力学』は、荷重や外力がどのように構
造物の中を伝わり、構造物にどのような影響
を生じさせるのかを明らかにするものであ
り、種々の構造を構成するための基本となる
ものである。
この授業では力のモーメント、応力が求めら
れ、静定ラーメンのモーメント図、せん断力
図が描ける能力を習得する。

1
前

　 2 ○ ○ ○

○ 建築計画Ⅱ

建築物の各部を計画する際の理論を講義す
る。住宅・集合住宅・商業施設・事務所建
築・公共施設など代表的な用途別建築物の計
画プロセスと手法を理論的に講義する。

1
後

　 2 ○ ○ ○

○ 構造力学Ⅰ

『構造力学』は、荷重や外力がどのように構
造物の中を伝わり、構造物にどのような影響
を生じさせるのかを明らかにするものであ
り、種々の構造を構成するための基本となる
ものである。この授業では力のモーメント、
応力が求められ、静定ラーメンのモーメント
図、せん断力図が描ける能力を習得する。
 

1
前

　 2 ○ ○ ○

○ 構造力学Ⅱ

『構造力学』は、荷重や外力がどのように構
造物の中を伝わり、構造物にどのような影響
を生じさせるのかを明らかにするものであ
り、種々の構造を構成するための基本となる
ものである。
３ヒンジラーメン、トラス、断面一次・二

1
後

　 2 ○ ○ ○

○ 一般構造Ⅰ

建築設計の基礎的知識である構法の構造原理
や構造形式、構造材料などについて学ぶ。
この授業では木構造・鉄筋コンクリート造の
構造についての知識を理解習得する

1
前

　 2 ○ ○ ○

○ 一般構造Ⅱ

建築設計の基礎的知識である構法の構造原理
や構造形式、構造材料などについて学び、Ⅱ
では鉄骨構造・鉄骨鉄筋コンクリート構造・
補強コンクリートブロック構造・プレストレ
ストコンクリート構造などの各種構法の特性
と適用について総合的に理解する。

1
後

　 2 ○ ○ ○

○ 建築材料Ⅰ

建築材料の分類や性能の概要と、コンクリー
ト・木材・鉄鋼などの材料特性とその用途に
ついて学び、建築の目的や構造に適合する材
料について体系的に習得する。

1
前

　 2 ○ ○ ○

（別紙様式２）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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○ 建築材料Ⅱ

この授業では仕上げ材となるタイル・石材・
石こう製品・塗料などの仕上げ材料等の材料
特性とその用途について学び、建築の目的や
構造に適合する材料について体系的に習得す
る。また、人類の歴史が始まって以来、どの
ような材料を使って建築を造り今日まで発展

1
後

　 2 ○ ○ ○

○ 建築施工Ⅰ

施工計画、工程計画、仮設計画など、施工管
理と工程管理について学ぶと共に、コンク
リート工事、鉄筋工事、内装工事等の各種工
事の仕様・要領などについても学習する。こ
の授業（Ⅰ）では施工概要から木構造までの
施工法について理解し、総合的な施工技術を

1
前

　 2 ○ ○

○ 建築施工Ⅱ

施工計画、工程計画、仮設計画など、施工管
理と工程管理について学ぶと共に、コンク
リート工事、鉄筋工事、内装工事等の各種工
事の仕様・要領などについても学習する。こ
の授業（Ⅱ）では鉄骨造・鉄筋コンクリート
造や内装工事の施工法について理解し、総合
的な施工技術を習得する。

1
後

　 2 ○ ○

○
建築設計製図
Ⅰ（実習）

木構造の建築設計図 の写図行い、設計製図の
基本技術を学ぶと共に、木造２階建て住宅等
の設計課題により、設計の基礎知識・設計手
法・表現技法を習得する。

1
前

　 2 ○ ○

○
建築設計製図
Ⅱ（実習）

木造住宅等の設計課題により設計手法を学
び、プランニング～一式図まで完成できる、
設計手法・表現技法を習得する。後半では鉄
筋コンクリート造集合住宅等の設計製図を通
して鉄筋コンクリート造の設計手法・表現技
法を習得する

1
後

　 2 ○ ○ ○

○ 基礎PCⅠ

Word・Excel等、事務系ソフトの基礎知識習得

1
前

　 1 ○ ○

○ 基礎PCⅡ

写真の管理・修正　PCを使ったプレゼンテー
ション能力の習得 1

後
　 1 ○ ○

○
技 能 実 習 Ⅰ
（大工）

大工道具の手入れ、使用用途、使用方法を覚
える
軸組において主要な継手、仕口の墨付け刻み
の技能を習得する
 

1
前

　 10 ○ ○ ○

○
技 能 実 習 Ⅱ
（大工）

大工道具の手入れ、使用用途、使用方法を覚
える
軸組において主要な継手、仕口の墨付け刻み
3級建築大工技能士の資格習得

1
後

　 9 ○ ○ ○

○
技 能 実 習 Ⅰ
（左官）

道具の手入れ、使用用途、使用方法を覚える
３級左官技能士の技能習得
３級ブロック建築技能士の技能習得 1

前
　 10 ○ ○ ○

○
技 能 実 習 Ⅱ
（左官）

道具の手入れ、使用用途、使用方法を覚える
珪藻土など仕上塗りの習得
伝統左官技法の荒壁塗りの習得

1
後

　 9 ○ ○ ○

○
夏期インター
ンシップⅠ

 協力企業の施工現場で施工担当者から直接的
指導を受け、実技研修 により技術のリテラ
シー（現場･現実･現物）を知る。作業終了
後、研修日誌、報告書を作成する。

1
通

　 2 ○ ○ ○

○ 日本建築史Ⅰ

古代から現在まで、時間の流れと共に変貌し
てきた日本の建築について、その建築様式と
技術を学ぶ。各時代の建築特性をその時代特
性と関連させながら建築デザインと技術の発
展過程を理解し、現在我々がおかれて状況と
今後進むべき方向性を認識する。Ⅰではで日
本建築の基礎知識から社寺建築の歴史につい
て学ぶ

2
前

　 2 ○ ○



○ 日本建築史Ⅱ

古代から現在まで、時間の流れと共に変貌し
てきた日本の建築について、その建築様式と
技術を学ぶ。各時代の建築特性をその時代特
性と関連させながら建築デザインと技術の発
展過程を理解し、現在我々がおかれて状況と
今後進むべき方向性を認識する。
Ⅱでは住宅建築の歴史を中心に知識を習得す
る

2
後

　 2 ○ ○

○
姫路城建築学
Ⅰ

姫路城の文献及び実際の姫路城に見聞調査し
ながら、左官、瓦、大工の匠の技を知る。 2

前
　 2 ○ ○

○
姫路城建築学
Ⅱ

     姫路城の文献及び実際の姫路城に見聞調
査しながら、左官、瓦、大工の匠の技を知
る。

2
後

　 2 ○ ○

○ 建築環境

換気、音響、日照・日射、採光・人工照明、
色彩、冷暖房などの建築環境要素について、
それぞれの特性と計算式により、快適な室内
環境を作るための計画手法を習得する。

2
前

　 2 ○ ○ ○

○ 建築設備

給排水設備・衛生設備・空気調和設備・電気
設備などについて基本的事項を理解すると共
に、各設備機器の機能、性能、用途について
学び、設備計画に必要な知識を習得する。

2
前

　 2 ○ ○ ○

○
木造建築施工
法Ⅰ

木造建築物の、施工管理、工程管理、品質管
理
木造工事の全体像から地盤と基礎のチェック
ポイント、構造安全生性の確保について学ぶ

2
前

　 4 ○ ○ ○

○
木造建築施工
法Ⅱ

木造建築物の、施工管理、工程管理、品質管
理
ⅡではⅠに引き続き木造建築の屋根・外壁・
内装の施工法について学ぶ

2
後

　 4 ○ ○ ○

○ 建築積算Ⅰ

建築数量積算基準に基づき「建築積算」に関
する基礎知識を学び、建築各部の数量拾いと
工賃・材料単価の設定など、積算技術を身に
つける。建築物の生産過程において、建築積
算とそれにもとづく経済性の検討は不可欠な
ものとなっており、実社会に即対応できる能
力を習得する。Ⅰでは土工事・地業工事 ・鉄
筋コンクリート造の積算手法を習得する

2
前

　 4 ○ ○ ○

○ 建築積算Ⅱ

建築数量積算基準に基づき「建築積算」に関
する基礎知識を学び、建築各部の数量拾いと
工賃・材料単価の設定など、積算技術を身に
つける。建築物の生産過程において、建築積
算とそれにもとづく経済性の検討は不可欠な
ものとなっており、実社会に即対応できる能
力を習得する。Ⅱでは鉄骨造 ・木造の積算手
法を習得する

2
後

　 4 ○ ○ ○

○
建 築 CAD
（実習）

現在最も多く普及しているＪＷＣＡＤを使っ
て実際に設計することにより、実践的で即戦
力となるＣＡＤ設計技術力を習得する。
　①　ＪＷＣＡＤソフトの操作習得
　②　ＪＷＣＡＤを用いた設計作図

2
前

　 2 ○ ○

○
建 築 測 量
（実習）

　野外実習を基本とする。測量機器に触れさ
せる機会をなるべく多くもたせ、慣れること
による操作法の習得を目指す。

2
後

　 2 ○ ○ ○



○
技 能 実 習 Ⅲ
（大工）

規矩術の習得
軸組図面の理解（番付け）
仕上げ工事の理解

2
前

　 12 ○ ○ ○

○
技 能 実 習 Ⅳ
（大工）

規矩術の習得
軸組図面の理解（番付け）
屋根の納まりの理解
２級建築大工技能士の資格習得
 

2
後

　 14 ○ ○ ○

○
技 能 実 習 Ⅲ
（左官）

道具の手入れ、使用用途、使用方法を覚える
２級左官技能士の技能習得
２級ブロック建築技能士の技能習得

2
前

　 12 ○ ○ ○

○
技 能 実 習 Ⅳ
（左官）

道具の手入れ、使用用途、使用方法を覚える
日本建築の修復と復元施工に携わりだ伝統的
な左官技術を身に着ける

2
後

　 14 ○ ○ ○

○
夏期インター
ンシップⅡ

 協力企業の施工現場で施工担当者から直接的
指導を受け、実技研修により技術のリテラ
シー（現場･現実･現物）を知る。作業終了
後、研修日誌、報告書を作成する。

2
通

　 2 ○ ○ ○

　　　38科目 158単位

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

●表示の科目中1科目以上を2年間で取得のこと。
１学年の学期区分 2期

授業期間 30週
（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合計


